
1

第 82 号
2021年8月発行

URL http://www.city.toyooka.lg.jp　　　E-mail gikai@city.toyooka.lg.jp

〒668-8666　　　　TEL 0796-23-1119編集／議会広報広聴特別委員会　発行／豊岡市議会　豊岡市中央町2-4　　FAX 0796-24-8041

も
く
じ

６月定例会の報告………………………… ２～３
代表・一般質問に19人………………………４～14
意見書、請願・陳情……………………………… 15
３月定例会の委員会意見と当局回答… 16～17
９月定例会のお知らせ・編集後記……………… 18円山川で練習するオリンピックボート競技のドイツ代表チーム



2とよおかし議会だより　2021.8.25 ○

ホームページでも議会の情報をご覧いただけます。 豊岡市議会 検索 ポチッ

報告、条例制定および改正、補正予算、指定管理者の指
定、物件購入契約、工事請負契約、副市長および監査委
員の選任、請願などを審議しました。
主な議案の審議状況をお知らせします。

国
保
税
条
例
一
部
改
正
案
、

国
保
会
計
補
正
予
算
案
は

　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

　 

　
そ
の
ほ
か
は

全
会
一
致
で
可
決
　

副
市
長
に
、
土
生
田
　
哉 

氏

監
査
委
員
に
、
中
嶋
英
樹 

氏

令和3年度豊岡市一般会計補正予算（第７号）
に対する意見・要望

令和3年度豊岡市一般会計補正予算（第８号）
に対する意見・要望

〇�住民自治実態調査に当たっては、県のアンケー
ト項目に加え、小学校統廃合後の施設利活用な
どを項目に入れて問題点を抽出し、その解決に
尽力されたい。
〇�学校給食センター調理等業務の民間委託につい
て、分割発注も含め、地元事業者が受注できる
ような方法の検討を要望する。

〇�生活困窮者自立支援金の支給対象者を約60世帯
と想定しているが、生活困窮者はまだ多いと思
われるので、制度の恩恵からもれてしまう困窮
者がいないよう、従来にも増して把握に努めら
れるよう要望する。

予算決算委員会の意見・要望
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6月
定例会

議案審議　6月4日～6月30日（27日間）

ホームページでも議会の情報をご覧いただけます。

反対討論（要旨）
国保加入者の多くはコロナの影響を受ける自営業
者で、厳しい経営状況が続く。県が保険者であり、
県内同一所得同一保険税の方針は、市民の努力で
医療費を抑えてきた成果がむくわれない。被保険
者が減少しているにもかかわらず県への納付金が
増えている。これまでから所得のない子どもまで
賦課する矛盾を指摘してきた。基金の取り崩しを
さらに増やして、急激な増加を避け負担を抑える
べき。（共産党あおぞら議員）

反対討論（要旨）
国民健康保険税条例の一部改正案に反対した趣旨
と同じ。（共産党あおぞら議員）

賛成討論（要旨）
国保運営協議会の答申を受けて提案されたもの。
県全体では医療費は今後も増加傾向にあると推計
されている。一人当たりの賦課額は前年度対比で
大きく増加する見通しであったので、基金を２億
円取り崩し、急激な負担増の軽減を図った。国保
税の引き上げは加入者の生活に多大な影響を与え
ると憂慮するが、今後も保険税の上昇が予想され
る中、持続可能な国保制度の存続のためやむを得
ない。（豊義会議員）

賛成討論（要旨）
国民健康保険税条例の一部改正案に賛成した趣旨
と同じ。（豊義会議員）

賛否が分かれた議案
国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険税を被保険者１人当たり平均7,801円引き上げ、昨年対比7.9％増の106,809円とするもの

国民健康保険事業特別会計補正予算
国保税を２億2,700万円減額する一方で、財政調整基金繰入金を２億円増額するなど、歳入歳出それぞれ
5,500万円を増額するもの

意見が分かれた議案の賛否一覧表
本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。
賛成は「○」、反対は「×」、棄権・除斥等は「―」、議長は採決に加わらないので「／」、欠席は「欠」で表示しています。

会 派 名 豊義会 市民とよおか
日本共産党・
あおぞら豊岡
市会議員団

ひかり
豊岡市
議会公
明党

豊
岡
維
新
の
会

審
議
結
果

議 員 名

議 案 名 等

浅
田　
　
徹

上
田　
倫
久

岡
本　
昭
治

木
谷　
敏
勝

嶋
﨑　
宏
之

芹
澤　
正
志

椿
野　
仁
司

米
田　
達
也

伊
藤　
　
仁

井
上　
正
治

清
水　
　
寛

田
中
藤
一
郎

土
生
田
仁
志

福
田　
嗣
久

松
井　
正
志

上
田　
伴
子

奥
村　
忠
俊

村
岡　
峰
男

青
山　
憲
司

足
田　
仁
司

西
田　
　
真

芦
田　
竹
彦

竹
中　
　
理

石
津　
一
美

第73号議案　豊岡市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決
第74号議案　令和３年度豊岡市国民健康保
険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決
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代
表・一
般
質
問
に
19
人

6
月
定
例
会

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、
市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市議会の本会議が
　　インターネットで
　　　　ご覧になれます！

インターネットによ
り、定例会のよう
すをライブ中継と
録画中継で映像配
信しています。
ぜひご覧ください。

豊岡市議会インターネット中継 検索

スマートフォンで
も定例会のライブ
中継を配信！

※
こ
こ
に
掲
載
す
る
質
問
・
答
弁
は
、
6
月
14
日
〜
17
日
の
も
の
で
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
社
会
情
勢
・
対
応
策
等
、
日
々
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

代
表
質
問

椿
　
野
　
仁
　
司
（
5
ペ
ー
ジ
）

●
新
豊
岡
市
長
へ
の
就
任

●
市
長
施
政
方
針

●
主
人
公
は
市
民

●
豊
岡
の
教
育

●
副
市
長
二
人
制

●
平
田
オ
リ
ザ
氏
と
の
関
係

●
ト
ヨ
オ
カ
シ
ョ
ッ
ク

●
こ
れ
か
ら
の
市
政

　
　松　
井
　
正
　
志
（
5
ペ
ー
ジ
）

●
前
中
貝
市
政
の
評
価
と
継
承

●「
主
人
公
は
市
民
」
の
市
政
実
現

●
関
貫
市
政
の
進
め
方

　
　村　
岡
　
峰
　
男
（
6
ペ
ー
ジ
）

●
市
長
選
挙
公
約

●
市
長
所
信
表
明
・
総
括
説
明

西
　
田
　
　
　
真
（
6
ペ
ー
ジ
）

●
公
約
お
よ
び
施
政
方
針

●
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

●�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
応
援
商
品
券
Ｅ

Ａ
Ｔ
，
Ｂ
Ｕ
Ｙ
＆
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
豊
岡

●
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減

●
ふ
る
さ
と
納
税

●
自
転
車
保
険

竹
　
中
　
　
　
理
（
7
ペ
ー
ジ
）

●
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

●
市
長
の
施
政
方
針

●�

自
治
体
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
自
治
体
Ｄ
Ｘ
）

一
般
質
問

　岡
　
本
　
昭
　
治
（
7
ペ
ー
ジ
）

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
現
状
と
今
後

●�

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
方
向

性
●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

田
　
中
　
藤
一
郎
（
8
ペ
ー
ジ
）

●�

関
貫
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
主

人
公
は
市
民
」
へ
の
取
り
組
み

●�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
豊
岡
市
経
済
へ
の

取
り
組
み

　
　上　
田
　
伴
　
子
（
8
ペ
ー
ジ
）

●
ワ
ク
チ
ン
接
種

●
こ
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

●
国
民
健
康
保
険
税

●
奈
佐
小
学
校
の
跡
地
活
用

●
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

　木
　
谷
　
敏
　
勝
（
9
ペ
ー
ジ
）

●
市
長
が
目
指
す
豊
岡
の
将
来
像

●�

国
・
県
と
の
行
政
機
関
へ
の
向
き

合
い
方

●
新
文
化
会
館
の
建
設

●�

子
育
て
支
援
総
合
拠
点
と
生
涯
学

習
サ
ロ
ン
の
取
り
組
み

●
補
正
予
算

　芦
　
田
　
竹
　
彦
（
9
ペ
ー
ジ
）

●
コ
ロ
ナ
対
策

●
防
災
、
気
候
変
動
対
策

●
演
劇
の
ま
ち
づ
く
り

●
市
長
総
括
説
明

●
こ
ど
も
医
療
費

●
若
者
・
女
性
支
援

土
生
田
　
仁
　
志
（
10
ペ
ー
ジ
）

●
豊
岡
市
の
防
災

●
豊
岡
市
の
福
祉
施
策

●
生
涯
学
習
サ
ロ
ン

●
豊
岡
市
の
学
校
教
育

　
　奥　
村
　
忠
　
俊
（
10
ペ
ー
ジ
）

●
市
長
総
括
説
明

●
出
石
の
ホ
ー
ル

●
非
核
都
市
宣
言

　米
　
田
　
達
　
也
（
11
ペ
ー
ジ
）

●
竹
野
道
路（
山
陰
近
畿
自
動
車
道
）

●
地
域
課
題
の
解
消
に
向
け
た
施
策

●
重
度
障
害
者
へ
の
支
援

　芹
　
澤
　
正
　
志
（
11
ペ
ー
ジ
）

●
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

●
市
の
教
育
方
針

●
観
光
戦
略

清
　
水
　
　
　
寛
（
12
ペ
ー
ジ
）

●
市
民
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

　福
　
田
　
嗣
　
久
（
12
ペ
ー
ジ
）

●��

コ
ロ
ナ
後
の
財
政
展
望
と
経
済
展

望
●
都
市
計
画
区
域
指
定

　伊
　
藤
　
　
　
仁
（
13
ペ
ー
ジ
）

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響

●
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　上
　
田
　
倫
　
久
（
13
ペ
ー
ジ
）

●�

新
市
長
の
豊
岡
市
政
へ
の
ビ
ジ
ョ

ン
と
方
策

●
危
機
的
な
財
政
状
況

●
専
門
職
大
学
と
演
劇

●
福
祉

●
教
育

　浅
　
田
　
　
　
徹
（
14
ペ
ー
ジ
）

●
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

●
農
業
施
策
の
推
進

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

●�

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
能
活
動
の

推
進
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写真下の 二次元バーコード で
質問の録画映像をご覧いただけます▼

■代表質問

答
ご
意
見
を
受
け
止
め
、
で
き
る
だ
け
お
応
え
し
た
い

す
べ
て
勝
つ
姿
勢
は
必
要
な
い
の
で
は

市民とよおか
松井　正志 議員

豊義会

答
ま
ず
は
今
の
市
政
の
内
容
を
理
解
し
て
か
ら

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
ど
の
様
に
進
め
る

問　
基
本
構
想
や
条
例
を
急

に
変
え
る
こ
と
は
適
切
で
な

い
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ

る
も
の
を
市
民
に
示
す
責
任

も
あ
る
。
当
面
、
ど
の
よ
う

な
考
え
方
で
進
め
る
か

答　
基
本
構
想
は
市
民
と
の

対
話
を
踏
ま
え
、
議
会
で
十

分
審
議
し
策
定
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
中
に
２
０
２
２
年
度

か
ら
の
中
期
市
政
経
営
方
針

を
策
定
し
、
公
約
に
掲
げ
た

施
策
を
具
体
的
に
示
し
た
い
。

問　
豊
岡
工
業
団
地
水
道
料

金
を
特
別
料
金
と
し
て
い
る

こ
と
に
伴
い
、
多
額
の
財
政

負
担
が
生
じ
て
い
る
。

市
民
や
学
識
経
験
者

な
ど
か
ら
そ
の
あ
り

方
や
是
非
に
つ
い
て

意
見
を
聞
い
て
は
ど

う
か

答　
２
０
１
９
年
の

行
財
政
改
革
委
員
会

で
、
企
業
業
績
を
見

な
が
ら
検
討
す
べ
き
と
い
う

趣
旨
の
意
見
を
も
ら
っ
た
。

行
革
大
綱
に
基
づ
き
、
設
定

根
拠
の
検
証
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
ま
も
な
く
ア
イ
テ
ィ
４

階
の
所
有
権
移
転
が
行
わ
れ

る
。
今
さ
ら
白
紙
に
す
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
、
取
得
し

た
以
上
は
、
利
用
効
果
を
最

大
に
す
る
、
毎
年
度
の
経
費

を
最
大
限
抑
え
る
と
い
う
姿

勢
が
必
要
で
は
な
い
か

答　
造
っ
た
は
い
い
が
、
あ

と
続
か
な
い
も
の
と
な
っ
て

は
困
る
。
１
０
０
％
十
分
な

も
の
を
造
る
の
は
財
政
的
に

も
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
し
、
そ
の
後
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
と
い
う
点
で
も
危

惧
し
て
い
る
。
担
当
部
と
十

分
に
協
議
を
重
ね
、
最
大
限

の
こ
と
を
最
小
の
予
算
で
や

る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

問　
議
会
で
、
全
て
勝
つ
と

い
う
姿
勢
を
持
つ
必
要
は
な

い
。
市
民
の
意
見
を
尊
重
す

る
市
政
の
一
環
と
し
て
、
議

員
の
発
言
に
耳
を
傾
け
る
姿

勢
が
い
い
の
で
は
な
い
か

答　
ご
意
見
を
真し
ん
摯し

に
受
け

止
め
、
議
論
を
し
て
い
き
た

い
。
市
が
全
て
の
要

望
等
に
お
応
え
で

き
な
い
が
、
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
で
き

る
だ
け
お
応
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
、
そ

の
よ
う
な
姿
勢
で

市
の
か
じ
取
り
に

心
が
け
た
い
。

椿野　仁司 議員

問　
市
長
給
与
30
％
カ
ッ
ト

は
公
約
で
は

答　
記
者
会
見
後
の
雑
談
。

問　
副
市
長
給
与
は
1
1
0 

0
万
円
。
副
市
長
二
人
体
制

の
意
義
は

答　
県
下
で
も
市
域
が
広
く

事
務
事
業
も
広
範
囲
で
広
く

深
く
実
施
す
る
た
め
に
は
副

市
長
二
人
制
で
役
割
を
分
担

す
る
必
要
が
あ
る
。
市
長
に

誰
が
な
っ
て
も
同
じ
こ
と
だ
。

問　
超
過
課
税
市
民
税
廃
止
、

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
は
ど

う
す
る

答　
財
源
確
保
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
来
年
度
予
算
に
向

け
て
内
容
を
精
査
す
る
。
こ

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
選

挙
公
約
の
一
番
に
掲
げ
た
が

今
後
の
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
進
め
方
を
検
討
す
る
。

問　
演
劇
手
法
を
用
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を

減
ら
し
人
間
教
育
を
高
め
る

指
導
す
べ
き
と
の
発
言
は

答　
教
育
に
疑
問
を
持
っ
た

の
は
事
実
だ
が
減
ら
す
と
か

高
め
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

問　
市
長
と
し
て
教
育
委
員

会
に
対
し
教
育
現
場
に
具
体

的
に
踏
み
込
ん
で
も
の
を
言

う
の
は
い
か
が
な
も
の
か

答　
教
育
委
員
会
は
独
立
行

政
機
関
で
あ
る
。
教
育
の
政

治
的
な
中
立
性
や
継
続
性
、

安
定
性
を
担
保
し
な
く
て
は

い
け
な
い
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
編
成
な
ど
は
教
育
委

員
会
と
学
校
が
責
任
を

持
っ
て
い
る
。

問　
新
文
化
会
館
の
整

備
と
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
切
り
離
し
て
考
え

る
べ
き
だ
が

答　
新
文
化
会
館
は
都

市
機
能
と
し
て
重
要
な

施
設
で
必
要
不
可
欠
な

施
設
だ
が
単
独
で
結
論

は
出
せ
な
い
。
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
、

将
来
へ
の
財
政
負
担
を
精
査

し
早
急
に
方
向
性
を
示
し
た

い
。

問　
平
田
オ
リ
ザ
氏
と
の
対

談
の
内
容
は

答　
情
報
提
供
者
と
会
い
内

容
が
誤
認
と
確
認
し
た
。
平

田
氏
の
言
葉
や
行
為
が
市
民

活
動
を
排
除
さ
せ
た
と
の
事

実
は
な
か
っ
た
。
誤
解
を
与

え
て
し
ま
っ
た
。

市長の椅子の座り心地は？

新しい市長のもとで、市の政策や
施策が展開される
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■代表質問

こ
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

問　
公
約
に
掲
げ
て
い
た
、

0
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
こ
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
の
目
標

時
期
を
、
今
議
会
で
表
明
す

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
中
学
生
ま
で
、
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の

想
定
時
期
は
い
つ
頃
か

答　
来
年
7
月
か
ら
、
0
歳

か
ら
3
歳
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
を
開
始
す
る
。
対
象

範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
は
財

政
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら

検
討
す
る
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
存
続

問　
特
に
、
豊
岡
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
入
所
さ
れ
て
い

る
障
害
者
団
体
、
福
祉
団
体

等
は
存
続
を
非
常
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。
継
続
し
て
入
所

で
き
る
、
あ
る
い
は
納
得
で

き
る
代
替
施
設
等
、
十
分
な

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
ど
う
か

答　
施
設
の
存
続
に
大
き
な

期
待
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
十
分

な
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て

各
団
体
と
議
論
を
深
め
て
ま

い
り
た
い
。

市
民
要
望
の
把
握

問　
市
民
要
望
等
が
各
区
長

か
ら
も
届
く
が
、
直
接
市
長

宛
に
届
く
ネ
ッ
ト
収
集
等
行

い
、
よ
り
市
民
の
声
を
聞
く

体
制
を
整
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上

に
市
長
へ
の

意
見
、
提
言

箱
を
設
け
、

市
政
に
関
す

る
建
設
的
な

意
見
や
提
言

を
受
け
、
今

後
の
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
応
援

商
品
券

問　
現
在
の
利
用
期
間
は
8

月
末
だ
が
、
か
な
り
の
枚
数

が
市
民
の
手
元
に
残
っ
て
い

る
現
状
が
あ
る
。
1
か
月
程

度
の
再
延
長
が
必
要
だ
と
思

う
が
ど
う
か

答　
今
後
の
換
金
状
況
や
コ

ロ
ナ
の
発
生
状
況
等
注
視
し

な
が
ら
、
必
要
が
あ
れ
ば
利

用
期
間
の
延
長
も
検
討
す
る
。

問　
国
保
税
の
条
例
改
正
提

案
だ
が
、
県
に
納
め
る
納
付

金
が
１
億
1
5
4
9
万
円
増

加
で
、
大
幅
な
引
き
上
げ
と

な
る
た
め
前
年
度
繰
越
金
と

基
金
取
り
崩
し
で
抑
え
る
が

そ
れ
で
も
7
・
9
％
、
一
人

当
た
り
7
8
0
1
円
の
引
き

上
げ
と
な
る
。
大
幅
な
負
担

増
だ
。
市
長
は
こ
の
負
担
増

を
ど
う
考
え
る
か

答　
2
0
1
8
年
度
か
ら
国

保
の
財
政
運
営
は
県
が
行
っ

て
お
り
、
市
は
県
か
ら
示
さ

れ
る
納
付
金
を
基
に
算
定
す

る
。
今
年
度
か
ら
納
付
金
の

算
定
に
市
の
医
療
費
水
準
を

反
映
し
な
い
方
法
に
変
更
し

て
き
た
。
納
付
金
の
増
加
で

国
保
税
を
２
割
以
上
引
き
上

げ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
基

金
２
億
円
の
取
り
崩
し
で

7
・
9
％
に
抑
え
て
い
る
。

問　
２
億
円
で
な
く
、
３
億

円
の
取
り
崩
し
で
引
き
上
げ

を
さ
ら
に
抑
制
す
べ
き
だ
が
、

検
討
し
た
の
か

答　
一
遍
に
取
り
崩
す
と
来

年
度
以
降
の
国
保
税
へ
の
影

響
・
懸
念
が
あ
る
。

問　
仮
に
3
億
円
の
取
り
崩

し
で
も
2
億
5
9
0
0
万
円

は
残
る
。
引
き
上
げ
額
が

8
千
円
で
す
と
軽
々
に
い
え

る
金
額
で
は
な
い

答　
抑
制
し
な
が
ら
、
ま
た

市
民
の
経
済
状
況
を
み
な
が

ら
判
断
す
べ
き
だ
。

玄
武
洞
公
園
の
有
料
化

問　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

の
主
要
な
施
設
で
あ
る
玄
武

洞
公
園
を
今
な
ぜ
有
料
化
に

す
る
の
か

答　

玄
武
洞
公
園
は
、
歴

史
・
文
化
お
よ
び
自
然
環
境

の
視
点
か
ら
非
常
に
価
値
の

高
い
資
源
で
あ
る
。
整
備
工

事
に
よ
り
価
値
を
さ
ら
に
高

め
、
来
園
者
の
満
足
度
の
向

上
の
観
点
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
伴
い
有
料
制

と
し
た
い
。
観
覧
収
入
を
施

設
の
維
持
管
理
費
に
充
て
て

い
き
た
い
。

こ
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
の
時
期
は

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

ひかり

村岡　峰男 議員

西田　　真 議員

大
幅
引
き
上
げ
は
認
め
ら
れ
な
い

答
基
金
取
り
崩
し
で
負
担
軽
減
を
し
た

答
来
年
７
月
か
ら
3
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
開
始

社会保障制度として
の国保制度だ。命と健
康を守る制度が、今
や命を奪う「酷保

税」だ。

議員のひとこと

有料化に耐えられますか？

3歳児までのこども医療費の無料
化は、令和4年7月から実施予定
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■代表質問

■一般質問
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
1
9
8
2
年
、（
昭
和

57
年
）
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
当
時
と
比
較
し
て
、

市
内
で
活
動
す
る
福
祉
団
体

の
数
は
、
ど
の
よ
う
に
変
遷

し
て
き
た
か

答　
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
開
設
当
時
、
福
祉
団
体
は
、

数
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
現
在
は
、
市
内

に
36
法
人
、
68
事
業
所
が
あ

り
、
団
体
数
は
大
き
く
増
加

し
て
き
て
い
る
。

問　
入
居
さ
れ
て
い
る
各
種

団
体
か
ら
は
、
豊
岡
市
行
政

財
産
の
使
用
料
の
徴
収
に
関

す
る
条
例
や
内
規
に
基
づ
き
、

ど
れ
だ
け
の
使
用
料
を
い
た

だ
い
て
い
る
の
か

答　
非
収
益
団
体
に
つ
い
て

は
全
額
免
除
、
収
益
団
体
に

つ
い
て
は
7
割
減
免
と
し
て

お
り
、
3
団
体
か
ら
は
、
年

間
約
1
3
6
万
円
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

問　
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
使
用
料
は
、
民
間

の
施
設
に
比
較
し
て
高

い
の
か
安
い
の
か

答　
民
間
の
賃
料
と
比

較
し
な
い
と
何
と
も
言

え
な
い
が
、
収
益
団
体

は
7
割
減
免
し
て
お
り
、

恐
ら
く
安
い
使
用
料
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

問　
豊
岡
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
入
居
さ
れ
て
い
る
、

各
種
団
体
の
財
政
状
況
の
違

い
は

答　
社
会
福
祉
法
人
や
特
定

非
営
利
活
動
法
人
等
に
お
い

て
は
、
主
に
事
業
収
入
に
よ

り
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

他
方
、
豊
岡
市
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
や
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
会
費
収

入
、
補
助
金
や
委
託
料
等
に

よ
り
事
業
運
営
さ
れ
て
お
り
、

事
業
収
入
の
な
い
団
体
に
お

い
て
は
、
収
益
事
業
を
行
っ

て
い
る
団
体
に
比
べ
て
財
政

基
盤
は
ぜ
い
弱
で
あ
る
。

問　
こ
ど
も
医
療
費
無
償
化

に
関
し
て
22
年
7
月
を
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
償
還
払
い

（
先
払
い
し
後
か
ら
返
還
す

る
方
法
）
も
検
討
さ
れ
た
の

か答　
選
挙
の
公
約
で
あ
っ
た

の
で
可
能
か
ど
う
か
内
部
で

協
議
し
た
。
領
収
書
を
持
参

す
れ
ば
無
償
化
分
を
お
返
し

す
る
こ
と
は
実
務
上
可
能
で

あ
る
と
分
っ
た
。

問　
市
長
の
思
い
を
考
え
れ

ば
今
年
か
ら
で
も
シ
ス
テ
ム

は
関
係
な
く
で
き
た
の
で
は

答　
今
年
の
7
月
の
開
始
を

す
る
に
は
5
月
中
に
診
療
報

酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
の

審
査
機
関
で
あ
る
兵
庫
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
に
届
出
が
必
要
で
あ
る
。

公
約
を
そ
し
ゃ
く
し
て
市
長

協
議
を
か
け
た
。

問　
選
挙
で
目
玉
に
掲
げ
ら

れ
た
の
で
、

多
く
の
市
民

の
方
が
期
待

を
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。

も
う
一
度
検

討
は
さ
れ
る

か答　
5
月
の

時
点
で
無
理

を
す
れ
ば
可
能
だ
っ
た
が
市

長
協
議
で
シ
ス
テ
ム
改
修
し

て
し
っ
か
り
体
制
を
整
え
て

す
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

一
時
生
活
支
援
事
業

問　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
の
中
の
「
一
時
生
活
支
援

事
業
」
に
市
は

手
を
挙
げ
て
い

な
い
。
兵
庫
県

下
で
も
着
手
し

て
い
な
い
市
町

は
少
な
い
。
手

を
挙
げ
る
べ
き

答　
年
間
数
件

程
度
。
本
市
で

は
生
活
保
護
を

運
用
し
て
対
応
し
て
い
る
。

問　
例
え
ば
火
事
で
家
を
失

っ
た
方
を
生
活
保
護
に
す
る

の
か
。
な
ぜ
手
を
挙
げ
ら
れ

な
い
の
か
。
理
由
は
あ
る
か

答　
従
来
は
使
わ
ず
と
も
救

済
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

が
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

豊岡市議会公明党

豊義会

竹中　　理 議員

岡本　昭治 議員

こ
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
開
始
は
？

答
２
０
２
２
年
7
月
を
予
定
し
て
い
る

早急に財源の確保が
必要です。無理をすれ
ばできたのであれば5
月中に届け出をして
ほしかった。

議員のひとこと

ぜひ手を挙げてほし
い。兵庫県で残り4

市のみ。

議員のひとこと

福
祉
行
政
に
果
た
し
て
き
た
役
割
は

答
福
祉
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

こども医療費助成と福祉医療の変遷

豊岡健康福祉センター

豊岡健康福祉センター以外
で活動する、多くの福祉団体と
の支援の公平化にも配慮しなが
ら、ひとつひとつ丁寧に対応す
ることが大切と考える。

議員のひとこと
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■一般質問

問　
一
人
当
た
り
の
国
保
税

額
は
7・9
%
増（
7
8
0
1

円
）
の
一
人
当
た
り
10
万
6 

8
0
9
円
の
大
幅
な
値
上
げ

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入

が
減
少
し
て
い
る
国
保
加
入

者
が
多
い
。
更
な
る
基
金
繰

り
入
れ
を
し
て
引
き
上
げ
を

抑
え
る
べ
き
だ
が
ど
う
か

答　
2
0
1
8
年
度
か
ら
国

保
の
運
営
は
、
県
が
行
っ
て

お
り
、
今
年
度
か
ら
各
市
町

の
医
療
費
を
反
映
し
な
い
方

向
に
変
更
さ
れ
、
市
の
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
、
昨
年

度
よ
り
下
が
っ
た
が
、
県
へ

の
納
付
金
が
増
え
た
。
基
金

は
効
果
的
に
使
う
た
め
、
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　
来
年
4
月
か
ら
、
未
就

学
児
の
均
等
割
保
険
料
が
公

費
に
よ
り
、
5
割
軽
減
さ
れ

る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
就
学

児
に
対
し
て
も
、
本
市
独
自

の
軽
減
策
を
実
施
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か

答　
就
学
児
に
つ
い
て
は
、

財
源
が
要
る
の
で
、
考
え
て

い
な
い
が
、
国
に
対
し
て
全

国
市
長
会
を
通
じ
て
要
望
し

て
い
き
た
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
更

な
る
取
り
組
み
を
!

問　
昨
年
、
戦
略
会
議
が
3

回
も
た
れ
た
が
今
年
度
は
ど

う
進
め
て
い
く
の
か

ま
た
市
民
へ
の
啓
蒙
を
意
識

的
に
や
っ
て
い
く
に
は　

答　
今
年
度
は
戦
略
進
行
管

理
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
主

流
化
と
第
3
次
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
の
改
訂
に
つ
い
て

意
見
を
い
た
だ
く
。
意
識
啓

発
ツ
ー
ル
と
し
て
作
成
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
漫
画
や
市
内
事

業
所
の
取
り
組
み
な
ど
を
広

報
し
て
い
く
。

問　
庁
内
に
お
け
る
女
性
の

管
理
職
は
男
性
1
1
8
人
に

対
し
て
24
人
で
あ
る
。
意
識

的
に
改
善
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か

答　
研
修
や
取
り
組
み
を
進

め
て
頑
張
っ
て
い
く
。

「
主
人
公
は
市
民
」
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
策

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
市
民

に
対
し
て
今
か
ら
で
も
支
援

対
応
は
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か

答　
手
を
差
し
伸
べ
た
い
気

持
ち
は
あ
る
が
そ
の
他
の
施

策
へ
の
影
響
を
考
え
、対
応
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

問　
市
長
選
で
の
大
き
な
要

因
と
な
っ
た
施
策
の
地
域
格

差
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

答　
地
域
の
方
々
と
対
話
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
ま
ず

は
地
域
の
方
々
と
十
分
に
話

合
い
を
し
て
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
す
で
に
な
く
な
っ
た
施

設
で
も
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
懇

談
会
で
必
要
と
な
れ
ば
、
検

討
す
る
こ
と
も
あ
る
と
理
解

す
れ
ば
よ
い
か

答　
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
必
要
な
施
設
を
考

え
て
い
く
。

問　
子
育
て
教
育
に
関
し
て

国
の
方
針
と
し
て
1
ク
ラ
ス

35
名
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

市
と
し
て
率
先
し
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か

答　
加
配
定
数
を
維
持
し
た

上
で
、
教
職
員
定
数
の
増
加

分
を
配
置
す
る
よ
う
国
、
県

に
要
望
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん

で
い
る
経
済
を
復
活
さ
せ
る

施
策
の
今
後
の
取
り
組
み
は

ど
う
か

答　
施
策
の
成
果
や
課
題
を

踏
ま
え
つ
つ
真
に
必
要
な
対

策
を
よ
く
見
極
め
て
存
続
し

て
い
け
る
よ
う
な
支
援
策
を

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

大
幅
値
上
げ
の
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

市民とよおか

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

田中　藤一郎 議員

上田　伴子 議員

地
域
格
差
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

答
地
域
の
方
々
と
対
話
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

答
県
へ
の
納
付
金
が
増
え
た
。
理
解
し
て
も
ら
い
た
い

コロナ禍での状況を考
えて、子育て、教育支援
への市の独自の施策
が必要と考える。

議員のひとこと

しっかりと地域デザ
イン懇談会で必要な
地域の施設は要求
することも大切。

議員のひとこと

生まれてすぐ、1円の収入
もない子どもにまで均等割
額、4万4200円もの課税を
するのは改めるべきだ。

議員のひとこと

いよいよ始まる「主人公は市民」

議場の部長たちの中に女性は１人だけ
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■一般質問

問　
芸
術
文
化
観
光
専
門
職

大
学
の
学
内
組
織
の
地
域
リ

サ
ー
チ
&
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
、
協
働

に
つ
い
て
は
ど
う
か

答　
但
馬
で
の
地
域
活
性
化

の
先
進
地
事
例
を
つ
く
る
オ

ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
拠
点
に
な
る
こ
と
、
地
域

連
携
と
専
門
職
大
学
の
教
育

お
よ
び
研
究
の
好
循
環
を
生

み
出
す
推
進
エ
ン
ジ
ン
に
な

る
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

い
る
。
本
市
と
し
て
も
同
セ

ン
タ
ー
が
持
つ
機
能
を
活
用

し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
を

通
じ
た
地
域
と
大
学
を
進
化

さ
せ
る
取
り
組
み
を
連
携
・

協
働
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
医
療
費

問　
本
市
は
本
年
7
月
か
ら

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
こ
ど

も
医
療
費
が
無
償
化
に
な

る
が
、
6
歳
ま
で
の
未
就

学
児
の
無
償
化
は
ど
う
か

答　
一
つ
の
区
切
り
と
し

て
0
歳
〜
3
歳
児
を
考
え

た
。
未
就
学
児
を
一
つ
の

区
切
り
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
予
算
や
財
政

を
考
慮
し
徐
々
に
進
め
て

い
き
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
※

問　
高
齢
化
や
貧
困
問
題
を

背
景
に
、
家
族
の
介
護
や
世

話
に
追
わ
れ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

学
習
支
援
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か

答　
本
市
に
お
け
る
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
状
況
把
握
は
で

き
て
い
な
い
。
今
後
は
状
況

把
握
に
努
め
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

生
理
の
貧
困
問
題

問　
災
害
時
の
備
蓄
用
も
考

慮
し
て
小
・
中
学
校
の
女
性

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
備

し
て
は
ど
う
か

答　
生
理
用
品
を
購
入
で
き

な
い
生
徒
が
い
る
場
合
は
、

適
切
な
配
慮
を
行
う
よ
う
各

学
校
に
通
知
し
た
。
配
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

問　
新
し
い
市
長
が
ど
の
よ

う
な
豊
岡
市
の
将
来
像
を
目

指
し
て
い
る
の
か

答　
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド

を
極
力
抑
え
る
と
同
時
に
、

地
域
社
会
、
地
域
経
済
、
地

域
文
化
の
質
的
転
換
を
図
り
、

地
域
活
力
が
維
持
で
き
る
よ

う
施
策
を
進
め
る
。
公
約
で

掲
げ
た
地
域
住
民
活
動
へ
の

支
援
や
共
に
創
造
し
共
に
協

働
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
文
化

芸
術
の
推
進
な
ど
「
主
人
公

は
市
民
」
の
考
え
の
下
、
ソ

フ
ト
面
で
の
施
策
も
充
実
し

て
い
き
た
い
。
基
本
構
想
に

掲
げ
る
将
来
像
に
向
け
て
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
4
年
間

の
中
期
市
政
経
営
方
針
に
お

い
て
私
が
目
指
す
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

問　
小
さ
な
世
界
都
市
を
将

来
像
に
持
っ
て
い
く
な
ら
目

標
、
手
法
を
早
く
市
民
に
し

ら
せ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か

答　
文
言
自
体
の
定
義
づ
け

が
市
民
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
こ
と
で
、
生
活
を
左
右
す

る
こ
と
な
ら
急
い
で
す
る
。

ひ
と
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

受
け
取
っ
て
お
け

ば
よ
い
。

問　

政
権
が
替
わ

る
と
、
ど
ん
な
方

で
、ど
ん
な
将
来
像
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

て
い
る
の
か
期
待

さ
れ
て
い
る
。
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
常
に

発
信
す
る
こ
と
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
感
を

与
え
る
と
思
う
が
ど
う
か

答　
発
声
練
習
を
た
く
さ
ん

し
て
、
防
災
無
線
で
美
し
い

声
を
皆
さ
ん
に
届
け
、
勇
気

を
あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
。

演
劇
の
ま
ち
づ
く
り
に
本
市
の
支
援
は

豊義会

豊岡市議会公明党

木谷　敏勝 議員

芦田　竹彦 議員

新
市
長
の
声
で
市
民
に
安
心
感
を

答
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い

答
演
劇
祭
の
実
行
委
員
会
の
一
員
と
し
て
支
援
す
る

全国から来ている学
生との意見交換の

場を!

議員の
ひとこと

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
…
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も

現状と課題を冷静に見据え、それぞれが持つ本来の役割
の原点に立ち返って豊岡市に何が必要で、何をしなければならな
いのか、行政と議会が認識を共有する。そんな質問と答弁を通じ
て市民の皆さんに有益となる方向性を決める質問になれば

との思いを込めて新市長に答弁を求めました。

議員のひとこと

豊岡市はどこに進んで行くのでしょうか？

地域リサーチ＆イノベーションセン
ターとの連携・協働！
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■一般質問

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団
奥村　忠俊 議員

市民とよおか
土生田　仁志 議員

問　
選
挙
公
約
の
「
主
人
公

は
市
民
」
と
は

答　
前
市
政
で
は
突
き
抜
け

た
政
策
で
豊
岡
で
暮
ら
す
価

値
を
高
め
よ
う
と
し
た
が
、

市
民
か
ら
の
共
感
は
薄
れ
て

い
っ
た
。
私
は
「
主
人
公
は

市
民
」
を
中
心
に
据
え
、
引

き
継
ぐ
べ
き
も
の
残
す
べ
き

も
の
を
見
極
め
つ
つ
、
今
後

4
年
間
の
市
政
経
営
方
針
を

作
成
し
て
い
く
。

問　
「
主
人
公
は
市
民
」
で

あ
る
こ
と
を
大
き
な
声
で
、

市
民
に
分
か
る
よ
う
に
誓
っ

て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か

答　
こ
れ
ま
で
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
側
の
目
線
で

内
容
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
念
を
持
っ
て
い
た
。

受
け
る
側
の
立
場
に
な
っ
て

物
事
を
行
う
と
い
う
概
念
で

「
主
人
公
は
市
民
」
と
言
っ

て
い
る
。

市
民
会
館
は
移
転
改
築
?

問　
現
市
民
会
館
は
合
併
後

お
よ
そ
8
億
円
か
け
改
修
を

繰
り
返
し
て
き
た
。
今
回
別

の
場
所
で
数
十
億
円
規
模
で

の
建
設
が
示
さ
れ
、
現
在
の

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

撤
去
と
な
っ
て
い
る
が
ど
う

か答　
市
民
会
館
は
必
要
不
可

欠
な
施
設
だ
が
老
朽
化
が
著

し
い
。
出
石
文
化
会
館
と
市

民
会
館
ホ
ー
ル
機
能
を
統
合

し
た
施
設
建
設
を
決
定
し
て

い
る
。
早
期
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
が
財
政
負
担
等
、
い

ま
一
度
精
査
し
早
急
に
方
向

性
を
出
し
た
い
。

非
核
平
和
都
市
宣
言

問　
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
う
よ
う
繰
り
返
し
要
望

し
て
き
た
が
豊
岡
市
は
拒
否

し
て
き
た
。
県
下
で
は
豊
岡

市
を
含
む
3
つ
の
自
治
体
が

宣
言
を
し
て
い
な
い
。
学
校

で
も
家
庭
で
も
核
兵
器
の
恐

ろ
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
教

え
て
い
る
。
ぜ
ひ
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か

答　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

議
員
時
代
に
も
聞
い
て
お
り
、

被
爆
国
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か

ら
も
疑
問
符

を
持
っ
て
い

た
。
こ
の
際

一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
。

情
報
教
育
指
針
に
つ
い
て

問　
学
校
教
育
に
お
け
る
情

報
技
術
に
つ
い
て
の
知
識
、

技
能
の
現
状
は
ど
う
か

答　
本
市
で
は
、
昨
年
度
、

児
童
生
徒
一
人
一
台
端
末
を

活
用
し
た
豊
か
な
学
び
を
進

め
て
い
く
に
あ
た
り
、
教
員

一
人
一
人
の
指
導
力
向
上
を

図
る
た
め
、
情
報
教
育
研
修

会
を
5
回
実
施
し
た
。
総
合

基
盤
サ
ー
ビ
ス
等
の
効
果
的

な
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
実

技
研
修
を
通
し
て
、
各
学
校

に
お
け
る
学
習
の
個
別
最
適

化
や
協
働
的
な
学
び
の
実
現

を
図
り
た
い
。

問　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

で
の
思
考
力
、
判
断
力
、
表

現
力
が
と
て
も
重
要
視
さ
れ

て
い
る
が
現
状
と
今
後
の
方

向
性
は
ど
う
か

答　
現
在
、
各
学
校
で
は
、

兵
庫
県
版
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
活

用
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
一
昨
年
度
よ
り
、
県

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
推
進
校
で
あ
る
八
条
小

学
校
に
お
い
て
、
モ
デ
ル

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
モ
デ
ル

授
業
案
に
基
づ
く
授
業
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
文
科
省
か
ら

の
具
体
的
な
内
容
が
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
見
通
し
が

持
ち
に
く
い
た
め
、
現
場
で

は
不
安
の
声
も
上
が
っ
て
い

る
。

　
文
科
省
の
小
学
校
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
手
引
き
に

も
、
企
業
、
団
体
や
地
域
等

と
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
今
後
も
、
学
校
へ

講
師
招
聘
す
る
な
ど
し
て
研

修
を
進
め
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思

考
を
育
成
す
る
た
め
の
学
習

活
動
の
計
画
的
な
実
施
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　

「
主
人
公
は
市
民
」
と
は

情
報
教
育
の
指
導
力
向
上
の
方
針
は

答
実
技
研
修
を
通
し
指
導
力
の
向
上
を
図
る

答
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
目
線
で
物
事
を
行
う

国の進める方針と実際の学校現
場とのギャップがまだまだ埋まって
いないように思う。状況に追い付
かなければならない学校の
先生って大変だな。

議員のひとこと

表現力って感性！

非核平和都市宣言（養父市）
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■一般質問

豊義会
米田　達也 議員

豊義会
芹澤　正志 議員

問　
こ
の
先
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
っ

た
時
点
か
ら
全
国
の
観
光
地

が
反
転
攻
勢
に
出
て
、
激
し

い
観
光
客
の
争
奪
戦
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。

　
何
を
お
い
て
も
旧
1
市
5

町
の
各
地
域
の
魅
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
強
固
な
連
携

協
力
に
よ
っ
て
地
域
間
競
争

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
豊
岡
市
が
生

き
残
り
を
か
け
発
展
し
て
い

く
す
べ
だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　
昨
年
度
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
時
代
を
見
通
し
た
大
交
流

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
の

情
報
発
信
戦
略
を
策
定
し

た
。
市
内
事
業
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
で
は
、
豊
岡
市

は
30
分
で
場
面
展
開
で
き
る

一
つ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
だ
と

の
意
見
に
多
く
の
賛
同
者
が

あ
り
、
こ
の
た
め
、
当
戦
略

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
豊
岡
の

6
つ
の
地
域
の
多
様
な
魅

力
が
連
携
す
る
「
Oワ

ン
n
e　

Tト
ヨ

オ

カ

o
y
o
o
k
a
」
と
し
て

い
る
。

　
大
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

の
た
め
に
は
、
地
域
全
体
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
を
専
門
と
す
る
豊
岡

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
中

核
的
な
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
市
内
観
光
協
会
で
構

成
す
る
豊
岡
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

議
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
考

え
る
。

　

市
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

問　
4
年
前
か
ら
の
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
に
よ
る

効
果
は
ど
う
か

答　
ま
だ
ま
だ
数
値
に
表
し

て
示
せ
る
も
の
は
見
え
て
い

な
い
が
、
今
後
も
、
子
ど
も

た
ち
に
し
わ
寄
せ
が
来
な
い
、

迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
を
大

前
提
と
し
て
、
地
域
や
外
部

の
力
を
借
り
な
が
ら
、
勤
務

時
間
の
適
正
化
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
今
年
度
よ
り
調
査
、
設

計
が
開
始
さ
れ
る
が
、
完
成

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か

答　
今
後
の
予
算
配
分
や
用

地
買
収
の
進
捗
に
左
右
さ
れ

る
が
、
今
年
度
か
ら
10
年
間

で
事
業
を
行
う
予
定
。

問　
竹
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
整

備
方
針
（
フ
ル
イ
ン
タ
ー
）

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
2
0
2
4
年
度
か
ら
2 

0
2
8
年
度
、
こ
の
期
間
に

新
規
着
手
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
佐
津
か
ら
竹
野

間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
際

に
は
東
西
ど
ち
ら
に
も
行
き

来
で
き
る
フ
ル
イ
ン
タ
ー
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

　
人
口
減
少
対
策

問　
小
学
校
の
統
合
に
よ
り

学
校
が
な
く
な
っ
た
地

域
に
、
若
者
が
住
み
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
支

援
を
す
る
た
め
の
施
策

を
ど
う
考
え
る
か

答　
移
住
定
住
者
を
増

や
す
た
め
、
市
内
外
に

向
け
て
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
で
の
相
談
対
応
、

創
業
支
援
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
等
、
多

様
性
を
受
け
入
れ
る
ま
ち
づ

く
り
、
演
劇
も
あ
る
ま
ち
づ

く
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
ふ

る
さ
と
教
育
等
を
実
施
し
、

豊
岡
の
価
値
と
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。

重
度
障
害
者
へ
の
支
援

問　
重
度
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
が
7
月
1
日
よ
り
拡

充
さ
れ
る
が
、
大
き
く
変
更

と
な
る
点
は

答　
1
点
目
、
身
体
障
害
者

手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
、
療

育
手
帳
A
判
定
、
精
神
保
健

福
祉
手
帳
1
級
の
い
ず
れ
か

を
所
持
。2
点
目
、一
事
業
所

に
つ
き
自
己
負
担
額
6
0
0

円
を
月
2
回
ま
で
、
3
回
目

以
降
無
料
。
3
点
目
、
助
成

方
法
が
、
事
業
所
に
受
給
者

証
を
提
出
し
助
成
後
の
自
己

負
担
額
を
支
払
う
現
物
給
付

と
な
る
。　

豊
岡
の
強
み
を
生
か
し
た
稼
ぐ
力
と
は

竹
野
I
C
の
取
り
組
み
は
ど
う
か

答
市
と
し
て
早
期
整
備
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

答
魅
力
あ
る
６
つ
の
地
域
で
「
ワ
ン 

ト
ヨ
オ
カ
」
に

各地域の議員の協力
をお願いします。

議員のひとこと

早期開通へ地
域としてがん
ばっていき
ましょう。

議員の
ひとこと

竹野道路　事業概要

直前合宿のボートチーム
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■一般質問

清水　　寛 議員
市民とよおか

福田　嗣久 議員
市民とよおか

コ
ロ
ナ
後
の
財
政
展
望

と
経
済
展
望
に
つ
い
て

問　
新
文
化
会
館
の
休
止
と

財
政
運
営
見
通
し
の
観
点
か

ら
の
考
え
方
は
ど
う
か

答　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
観
点
、
将
来
の
財
政
負

担
の
軽
減
か
ら
今
一
度
精
査

す
る
。
大
き
な
人
口
減
も
考

慮
し
全
体
的
に
見
直
し
た
い
。

問　
ア
イ
テ
ィ
4
階
購
入
後

の
子
育
て
支
援
総
合
拠
点
整

備
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

明
確
に
示
し
て
ほ
し
い
。
合

わ
せ
て
全
体
像
は
ど
う
か

答　

年
間
で
、
駐
車
場
費

1
9
6
5
万
円
、
共
益
費

2
1
4
3
万
円
、
加
え
て
人

件
費
、
維
持
管
理
費
を
加
味

し
た
指
定
管
理
料
を
現
在
検

討
中
で
あ
る
。
7
階
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
の
市
民
プ
ラ

ザ
分
が
5
8
6
7
万
円
、
今

回
の
生
涯
学
習
サ
ロ
ン
の
駐

車
場
費
や
共
益
費
な
ど
が

1
0
2
4
万
円
必
要
と

な
る
。

問　

あ
ま
り
に
大
き
な

金
額
が
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
い
と
も
簡
単
に
決

ま
っ
て
い
く
。
単
純
に

こ
の
様
な
使
い
方
が
プ

ラ
ス
に
な
る
の
か

答　

本
市
の
子
育
て
、

地
方
創
生
を
先
導
す
る

す
ば
ら
し
い
施
設
と
な

り
多
く
の
方
が
集
い
交

流
が
生
ま
れ
る
。

都
市
計
画
の
全
域
指
定

問　
都
市
計
画
区
域
全
域
指

定
の
意
味
と
見
直
す
考
え
は

な
い
の
か

答　
不
適
切
な
開
発
や
建
築

な
ど
を
未
然
に
防
止
。
市
内

全
域
を
一
体
的
に
整
備
、
開

発
、
保
全
す
る
こ
と
が
将
来

に
わ
た
り
安
心
安
全
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
で
き

る
。
周
辺
市
は
市
域
の
一
部

の
み
の
指
定
。
現
時
点
で
見

直
す
考
え
は
な
い
。

問　
今
年
度
の
市
税
収
入
の

見
立
て
は
ど
う
か

答　

現
在
個
人
市
民
税
は

0
・
6
%
増
の
見
込
み
。
法

人
市
民
税
8
・
3
%
減
。
併

せ
て
見
て
み
る
と
個
人
市
民

税
の
増
額
が
他
の
減
額
を
上

回
る
予
定
。
税
収
見
込
み
は

相
当
改
善
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

問　
D
X
な
ど
の
活
用
に
よ

り
、
将
来
的
に
は
小
学
校
区

を
単
位
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
本
庁
で
行
政
の
機

能
を
担
う
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か

答　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
は
、
多
様
な
地
域
課
題
の

解
決
や
地
域
運
営
に
主
体
的

か
つ
総
合
的
に
取
り
組
む
自

治
組
織
で
あ
り
、
行
政
の
機

能
を
担
う
組
織
で
は
な
い
。

行
政
機
能
の
一
部
を
移
管
し

て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
れ

ば
検
討
も
必
要
だ
が
、
そ
の

よ
う
な
申
し
出
は
な
く
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
本
庁
で

行
政
の
機
能
を
担
う
こ
と
は

検
討
し
て
い
な
い
。

主
人
公
は
市
民
に
つ
い
て

問　
各
振
興
局
単
位
の
若
者

会
議
（
仮
称
）
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
い
く
の
か

答　
そ
の
地
に
住
む
若
い
人

が
自
分
た
ち
の
ま
ち

の
未
来
を
自
分
た
ち

で
考
え
る
き
っ
か
け

を
つ
く
り
、
真
剣
に

議
論
し
て
い
た
だ
く

場
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
る
。
現
在
、
各

部
署
や
各
振
興
局
か

ら
現
状
や
課
題
等
を

聞
い
て
い
る
。
す
べ

て
の
振
興
局
で
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

か
、
豊
岡
地
域
は
ど
う
す
る

の
か
、
議
論
す
る
テ
ー
マ
を

設
け
る
の
か
、
意
見
の
反
映

方
法
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、

ま
だ
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
市
民
の
声
を
聞
く
こ
と

に
つ
い
て
考
え
は
ど
う
か

答　
市
民
参
加
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
ま
た
、

「
主
人
公
は
市
民
」
の
市
政

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市

民
の
声
を
広
く
聴
く
広
聴
活

動
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
市
政
に
関

す
る
建
設
的
な
意
見
や
提
言

を
受
け
、
今
後
の
市
政
の
運

営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

新
文
化
会
館
結
論
は

住
民
自
治
運
営
実
態
調
査
の
狙
い
は
？

答
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な
げ
て
い
く

答
人
口
減
も
加
味
し
見
直
す

主人公たる市民が活動し
やすい体制を構築し、市職
員も、ともに汗を流すこと
がこのまちの活性化には

必要だと思う。

議員のひとこと

残すハコモノには、活かしきるアイデアも必
要です

今後の金食い虫にならないか？
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■一般質問

豊義会
上田　倫久 議員

伊藤　　仁 議員
市民とよおか

問　
平
田
オ
リ
ザ
学
長
は
、

豊
岡
市
長
の
交
代
後
、
県
立

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

の
定
例
記
者
会
見
で
、
4
月

の
市
長
選
で
争
点
と
な
っ
た

演
劇
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ

り
、「
県
立
大
学
な
の
で
市

の
方
針
が
多
少
変
わ
っ
て
も

運
営
に
大
き
な
影
響
は
な

い
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　
ま
た
「
別
組
織
と
は
い
え
、

新
た
な
公
共
機
関
の
責
任
者

と
し
て
、
市
長
、
市
と
う
ま

く
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
柔
軟
に
望
む
考

え
を
示
し
た
。

　
加
え
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、

差
別
扇
動
表
現
に
あ
た
る
よ

う
な
言
葉
が
ま
だ
あ
り
、
私

個
人
な
ら
ま
だ
許
容
の
範
囲

か
と
思
う
が
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
、
憎
悪
犯
罪
に
つ
な
が

ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。」

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
市
長
の
考
え
は
ど
う
か

答　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
そ

の
点
に
関
し
、
非
常
に
残

念
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
反
対
に
、
賛
成

の
立
場
で
い
ろ
ん
な
意

見
を
言
わ
れ
る
方
と
い

う
の
は
当
然
あ
る
か
と

思
う
が
、
世
の
中
、
そ

の
ほ
か
の
場
面
で
も
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
、
今
、

大
き
な
問
題
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
こ
と
自
体
が
な
く
な

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
が
我
々
の
責

務
だ
と
思
う
。

　
大
学
と
市
と
の
関
係
で
は
、

県
立
大
学
が
豊
岡
市
に
開
学

し
、
有
効
な
こ
と
で
あ
る
。

今
回
は
84
名
の
学
生
の
方
だ

が
、
こ
こ
豊
岡
で
活
躍
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
変
わ
ら
ぬ
状
況
で
今
後
も

大
学
と
の
連
携
を
図
り
豊
岡

市
と
手
を
組
み
合
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
平
田
学
長
と

確
認
し
た
。
そ
の
内
容
で
県

知
事
と
お
会
い
し
、
今
後
も

同
じ
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て

や
っ
て
い
く
。

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
使
用
料
に
つ
い
て

問　
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
額

の
運
営
費
が
投
入
さ
れ
、
こ

の
よ
う
な
施
設
を
無
料
で
使

用
さ
せ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
や
醤
油
代
、
シ
ー
ツ
が

汚
れ
れ
ば
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代

を
市
民
の
お
金
で
支
払
い
を

し
て
い
る
。
自
分
た
ち
が
使

っ
た
消
耗
品
や
光
熱
水
費
ぐ

ら
い
は
負
担
し
て
い
た
だ
く

べ
き
と
訴
え
て
き
た
。
前
市

長
は
全
く
聞
く
耳
を
持
た
な

か
っ
た
。
使
用
料
徴
収
に
つ

い
て
新
市
長
の
考
え
は
ど
う

か答　
有
料
化
が
各
方
面
に
及

ぼ
す
影
響
を
整
理
、
検
討
し

た
上
で
、
さ
ら
に
議
論
を
深

め
て
い
き
判
断
を
し
た
い
。

結
論
と
し
て
は
、
無
料
化
か

ら
有
料
化
へ
向
け
て
検
討
し

た
い
。
私
自
身
の
考
え
で
も

あ
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予

防
と
し
て
、
非
接
触
で
あ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の

社
会
的
関
心
が
高
ま
り
、
公

共
施
設
や
自
治
体
窓
口
に
お

け
る
そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
窓
口

で
の
利
用
料
・
使
用
料
・
税

な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

導
入
の
必
要
性
は
ど
う
か

答　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
仕
組

み
を
利
用
し
て
市
税
の
ス
マ

ホ
収
納
、
上
下
水
道
料
金
収

納
を
導
入
し
て
い
る
。
国
や

他
市
町
の
選
定
状
況
を
鑑
み

な
が
ら
、
導
入
費
用
の
検
討

を
行
い
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

選
定
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

専
門
職
大
学
の
学
生
は
ど
う
な
る
？

消
耗
品
・
光
熱
水
費
は
負
担
す
べ
き
だ

答
有
料
化
に
向
け
て
検
討
し
た
い

答
豊
岡
市
は
大
学
と
連
携
を
図
り
、
手
を
組
ん
で
い
く

　証明書のコンビニ交付は
後れを取りました。市民の利便
性と非接触による感染症予防に
は、キャッシュレス決済が必

要です。

議員のひとこと

運営費は人件費も含む
が、最低限度の消耗品費・
光熱水費ぐらいは負担させる
べきである。この事が有料
化には当たらないと考

えます。

議員のひとこと

明るく元気に前向
きにやるしか道は   

ない。

議員の
ひとこと

賑わいをみせる城崎国際アートセンター

北海道や沖縄県からも入学のあった「芸
術文化観光専門職大学」
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写真下の 二次元バーコード で
質問の録画映像をご覧いただけます▼

タ
イ
ト
ル

答
タ
イ
ト
ル

■一般質問

豊義会
浅田　　徹 議員

このページは質問者の責任において作成したものです。

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

問　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
、
予
約
困
難
者
の
接
種

確
認
と
手
続
き
支
援
の
た
め
、

区
長
へ
未
予
約
者
名
簿
の
提

示
は
で
き
な
い
か

答　
区
長
・
民
生
委
員
に
は

声
掛
け
を
お
願
い
す
る
が
、

名
簿
の
提
出
は
条
例
で
本
人

同
意
が
必
要
と
な
り
難
し
い
。

問　
円
山
川
の
流
域
治
水
が

進
行
し
て
い
る
。
六
方
川
・

八
代
川
・
前
川
な
ど
の
流

域
で
、
内
水
対
策
お
よ
び
排

水
ポ
ン
プ
負
荷
軽
減
の
た
め
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
を
計
画
的
に
配

置
す
る
検
討
が
で
き
な
い
か

答　
市
を
挙
げ
て
の
田
ん
ぼ

ダ
ム
の
本
格
的
な
取
り
組
み

は
考
え
て
い
な
い
が
、
上
流

域
で
の
活
用
は
下
流
域
の
水

位
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
期

待
で
き
る
た
め
、
国
・
県
の

取
り
組
み
を
注
視
し
た
い
。

問　
ホ
テ
ル
を
活
用
し

た
避
難
所
設
置
で
、
具

体
的
な
利
用
者
の
考
え

方
は
ど
う
か

答　
土
砂
災
害
や
堤
防

近
く
の
災
害
リ
ス
ク
の

高
い
区
域
で
、
地
域
支

援
や
一
般
避
難
所
へ
の

避
難
が
困
難
な
方
を
対

象
と
し
て
い
る
。
移
動

車
両
も
介
護
タ
ク
シ
ー

な
ど
を
利
用
で
き
、
付

き
添
い
者
１
名
も
補
助
対
象

と
し
て
い
る
。

農
業
施
策
・
獣
害
対
策

問　
防
護
柵
設
置
の
集
落
が

増
え
て
い
る
。
雪
害
に
よ
る

災
害
復
旧
や
施
設
の
維
持
管

理
・
長
寿
命
化
の
対
策
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か

答　
国
の
災
害
復
旧
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

破
損
し
た
防
護
柵
の
修
繕
は

必
要
で
あ
り
、
集
落
へ
の
何

ら
か
の
支
援
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
の
対
象
と
な
る
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

文
化
・
芸
能
の
推
進

問　
新
文
化
会
館
整
備
の
当

面
休
止
に
文
化
関
係
者
か
ら

疑
問
の
声
や
整
備
要
望
が
出

て
い
る
が
、
再
開
は
い
つ
か

答　
早
急
に
方
向
を
示
し
た

い
が
、
今
年
度
中
は
休
止
を

考
え
て
い
る
。

市
民
が
主
人
公
の
新
施
策
の
提
案
は

答
早
急
な
変
革
は
市
政
が
混
乱
す
る
の
で
次
年
度
に

防護柵の雪害（倒木）などによる災害復旧支
援策の検討を！

　
皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
意
見
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今

後
の
議
会
運
営
等
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。

※
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す

　初めて傍聴しました。いつも議会だより
は読んでいますが、やはり議員の方の生の
質疑には、地域の市民の要望の中味が伝わっ
てきます。市長が交代されたので、活気あ
る議会を望みます。特に子育て・福祉行政
に光を当てていただきたいと思っています。
（60代女性）

　みなさま市民生活のために議論いただきあり
がとうございます。拝聴し、これからの豊岡の
方針についても学ばせていただきました。質問・
回答においても、読み上げではなく伝えるよう
発声をお願いします。ところどころ聞きづらい
ところがありましたので、動画アーカイブも見
直して理解したいと思います。（30代女性）

　市長さんの考えどおり、まずは命が大切だと
思います。しょうがい者には、奥深い問題があ
ります。福祉とは、幸せになる事でありますの
で、私は新しい考え方も必要と思っております。
（70代女性）

　当局答弁の底の浅さが見えてくる。
　議員の質問追求の向上、著しい。（70代男性）

　３年前に傍聴した時の前市長の答弁では、議
員の質問に対しかなり高圧的で否定的な答弁を
していたが、現市長は、結果はどうなるかは分
からないが、検討すると丁寧な対応であった。
　現市民会館に対し、６～８億円かけて改築した
時、２０２４年から附帯設備の更新が必要なこと
を、豊岡市は理解していたのだろうか。理解し
ていたなら、なぜ、あれだけの金をかけた豪華
とも思える便所の改修をしたのだろうか。無駄
な金を使い過ぎていると感じた。（60代男性）
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意
見
書
・
請
願
・
陳
情

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
導
入
を
求
め
る
意
見
書

　
　

  

審
議
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）

　

2
0
1
8
年
2
月
、
内
閣
府
が
公
表
し
た
世
論
調
査
で
は
、

夫
婦
同
姓
も
夫
婦
別
姓
も
選
べ
る
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導

入
に
賛
成
・
容
認
と
答
え
た
国
民
は
66
・
9
％
と
な
り
、
反
対

の
29
・
3
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
特
に
30
歳
か
ら
39
歳
ま
で

に
お
け
る
賛
成
・
容
認
の
割
合
は
84
・
4
％
に
な
っ
て
い
る
。

政
府
答
弁
に
よ
る
と
、
法
律
で
夫
婦
同
姓
を
義
務
付
け
て
い
る

国
は
国
連
加
盟
国
中
、
日
本
だ
け
で
あ
る
。 

　

家
族
の
多
様
化
が
す
す
む
中
、
旧
姓
を
通
称
使
用
す
る
人
や

事
実
婚
を
選
択
す
る
カ
ッ
プ
ル
も
少
な
く
な
い
。
改
姓
に
よ
っ

て
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
キ
ャ
リ
ア
に
分
断
が
生
じ
る
例
や
結

婚
を
あ
き
ら
め
る
な
ど
、
不
利
益
を
被
る
人
が
一
定
数
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る

意
見
書（
Ａ
）�

審
議
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）

　

教
育
の
機
会
均
等
と
全
国
的
な
義
務
教
育
水
準
の
維
持
向
上

を
は
か
る
こ
と
は
国
の
責
務
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、「
国
に

よ
る
最
低
保
障
」
の
制
度
と
し
て
、
義
務
教
育
水
準
を
確
保
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
制
度
で
あ
り
、
現
行
教
育
制
度
の
根
幹
を

な
し
て
い
る
。

　
「
三
位
一
体
改
革
」
の
中
で
国
庫
負
担
率
が
２
分
の
１
か
ら

３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
い
く
つ
か
の
自
治
体
に
お
い

て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
独
自
財
源
に
よ
る
定
数
措
置

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、地
方
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

①�　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

地
方
財
政
を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
堅
持
す
る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
関
す

る
意
見
書（
Ｂ
）�

審
議
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）

　

改
正
義
務
教
育
標
準
法
が
成
立
し
、
小
学
校
の
学
級
編
制
標

準
が
学
年
進
行
に
よ
り
段
階
的
に
35
人
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

今
後
、
小
学
校
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
中
学
校
・
高
等
学
校

で
の
35
人
学
級
の
早
期
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ゆ
た
か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
加
配
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職

員
定
数
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。

①�　

中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実
施
す
る

こ
と
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
。

②�　

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
を
実
現
す
る
た

め
、
加
配
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定
数

改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

③�　

自
治
体
で
国
の
標
準
を
下
回
る
「
学
級
編
制
基
準
の
弾
力

的
運
用
」
の
実
施
が
で
き
る
よ
う
加
配
の
削
減
は
行
わ
な
い

こ
と
。

請　
願　
第
1
号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る

件�

審
議
結
果　
み
な
し
採
択

提
出
者
　
　

豊
岡
市
教
職
員
組
合

              �
        

執
行
委
員
長　

谷
垣 

茂
彦

　

意
見
書（
Ａ
）の
提
出
を
求
め
る
。

請　
願　
第
2
号

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
関
す

る
件�

審
議
結
果　
み
な
し
採
択

提
出
者
　
　

豊
岡
市
教
職
員
組
合

              �
        

執
行
委
員
長　

谷
垣 

茂
彦

　

意
見
書（
Ｂ
）の
提
出
を
求
め
る
。

陳　
情　
第
１
号
（
３
月
定
例
会
継
続
審
査
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
条
例
に
関
す
る
陳
情

提
出
者
　
　

豊
岡
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
守
る
会

              �
        

代
表　

吉
岡 

賢
治

文
教
民
生
委
員
会
に
再
付
託
の
結
果

　

継
続
審
査

　
【
継
続
審
査
理
由
】

　

当
局
か
ら
説
明
を
受
け
る
中
で
、
新
た
な
参
考
資
料
の
提
出

を
求
め
た
。
資
料
提
出
後
に
改
め
て
審
議
し
た
い
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り
動
議
は
可
決
し
た
。

意
　
見
　
書

請
　
　
　
願

陳
　
　
　
情
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市立生涯学習サロン

　指定管理者の指定は行政処分であり、双方代理の禁止には抵触しないものの、但馬高齢者生きが
い創造協議会の代表が豊岡市長であり、市民から疑念を招く契約、指定管理業務とならないよう十
分留意されたい。
　また、利用料収入額から類推すると、年間を通じて25％程度の利用率であり、多額の経費及び年
月をかけて整備した施設であるが、その設置目的が十分達成されるよう利用の拡大に努められたい。
� （文教民生委員会）

ふるさと応援寄付金

　ふるさと応援寄付金の使途について、「小さな世界都市の実現を目指すまちづくり」、「深さを持っ
た演劇のまちづくり」、「コウノトリをシンボルとした人と自然が共生するまちづくり」等だけでなく、
例えば高齢者の見守りや空き家対策等、具体的、また多方面な内容についての利活用も検討されたい。
� （予算決算委員会）

　
協議会は、豊岡市長の他に但馬県民局、但馬文教府、生きがい創造学院自治会の代表者で

構成している。公の施設として適切に運営するように指定管理者を指導する。
　また、市民が広く生涯学習活動を実践できる施設として事業内容を充実し、多くの市民が参加で
きるよう積極的に周知していく。� （生涯学習課）

　
ふるさと納税は、「小さな世界都市の実現を目指すまちづくり」など、市が重点的に取り組

む８つのテーマで寄附を受け付けており、その姿勢に共感いただいた市外の方から多くの応
援をいただいている。
　また、郵便局と連携して、高齢者の見守りメニュー等も設けているが、利用が少ない現状もあり、
効果的な手法について今後も検討を進める。
　今後もふるさと納税による財源確保に努め、市民福祉の向上、安全安心なまちづくりのための事
業等の多様な用途に活用していく。� （環境経済課）

その後どうなった?!
　常任委員会や特別委員会は、議案などを審査し、その可否を決定します。その審査の過程で、市
当局に対して意見や要望を付すことができます。
　それに対して、市当局は指摘の内容が妥当であるか、要望が実現できるかなどを検討し、次の定
例会の際、報告することになっています。
　これは、議会でまとめられた意見が、単に一方的なもので終わってしまわないよう、市当局と議
会が議論のキャッチボールをしながら市政運営を行っている取り組みの一端です。

3月定例会の
委員会審査における委員会意見と回答
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コロナ禍終息後の経済対策

　コロナ禍終息後、単純に経済環境
が回復するのは厳しいと言われてい
る。先が見通せない中ではあるが、
落ち込んだ本市経済を立て直すため
にも、しっかりと足元を見据えた経
済対策に取り組まれたい。
� （予算決算委員会）

下水道事業

　現在もなお下水道へ未接続の住宅
や事業所等が見受けられる。健全な
下水道事業を運営していく上でも、
接続率向上への取り組みを強化され
たい。� （建設経済委員会）

雪害による施設復旧事業

　雪害による施設復旧事業について、まだ要
綱も示されていない状況ではあるが、事後で
の申請になるため、写真添付を省略する等、
被災された農業者の立場に立った申請手続き
になるよう要望する。� （予算決算委員会）

まちづくり

　人口減少下にあっても、アパートの新規建
築や宅地開発等が進んでいる現状がある。一
方で市街地や周辺山間地域の空き家が大幅に
増えている。まちづくりを進める上で、アパー
ト建築や宅地開発にはより慎重に対処された
い。� （予算決算委員会）

コロナ禍の予算執行

　コロナ禍により、税収を減額する予算となっている。
その執行に当たっては、コロナウイルス感染症の状況
を的確に把握し、市民の暮らしに十分配慮した適切な
予算執行に努められたい。� （予算決算委員会）

水道事業
　人口減少による収益の低下と施設の更新コストの増
大が見込まれ、今後ますます厳しい経営状況が予想さ
れる。
　今後においても、計画的な管路更新や漏水調査等を
実施し、有収率向上に努力されたい。

（建設経済委員会）

　コロナ終息の見通しが立たない中、引き続き
市民の安全安心のために適切な予算執行に努め

られたい。� （予算決算委員会）

　
経済連絡会議をはじめ、様々

な方面から市内経済の状況把握
に努めるとともに、ステップアップ補
助金等による支援や、IPPO豊岡での
起業、経営相談等の支援など、内発
型産業育成の推進による経済対策に
努める。また、コロナの影響を受けて
いる市内各種事業者の状況を的確に
把握し、必要な支援策をタイムリー
に実行していく。� （環境経済課）

　
下水道への接続率向上への取

り組みについては、毎年、対象
地域を定め、未水洗化の住宅や事業
所等を戸別に訪問している。今後も
引き続き戸別訪問を実施し、接続率
の向上に取り組んでいく。

（下水道課）

　
要望の件について、補助事業者であ

る兵庫県に伝達した。
　なお、被災状況の分かる写真がない場合、
農会長等への聞き取りによる被害確認を行い、
申請手続きを進めることで調整済である。
� （農林水産課）

　
引き続き関係部局と連携を図りなが

ら、都市計画法をはじめとする法律や
開発行為に係る市の各条例により、良好な地
域環境を確保するように指導していく。

（都市整備課）

　
管路更新にあたっては、耐震性のある長寿命

管を使用するとともに、将来水需要に応じて、
管のダウンサイズや材質を見直すなどにより、更新費
用の抑制に努める。
　日常業務においても、配水量が多い場合は漏水調査
を行い、随時修繕を行っている。また、年間の有収水
量から次年度の漏水調査区域を計画し、早急に修繕す
ることにより、有収率向上を図る。� （水道課）

　
コロナ禍の中で着実に前進するため、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止と社会経済活動の
下支えを図りながら、適切な予算執行に努めていく。�

（財政課）
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スイス代表チーム

９月定例会の日程（予定）
開　 　会 ９月３日（金）
一般質問 ９月13日（月）～16日（木）

常任委員会審査
（総務・文教民生・建設経済）

９月21日（火）・22日（水）
※予備日９月24日（金）

常任委員会審査（予算決算） ９月16日（木）※・30日（木）
特別委員会審査

（広報広聴・人口減少・防災） ９月27日（月）
閉　 　会 10月４日（月）

※一般質問終了後に開催
・本会議、委員会とも午前９時30分開会。
・本会議は市の議場で開催します。
【傍聴について】　新型コロナウイルス感染症の予防および拡大防止の
観点から、極力、豊岡市議会インターネット中継をご利用ください。
パソコン、スマートフォンから審議のようすを生中継でご覧いただけ
ます。

■問合せ／豊岡市議会事務局　TEL0796-23-1119

地方自治に貢献された
議員に表彰状が贈られました

奥村　忠俊 議員
全国市議会議長会
議員30年以上表彰

福田　嗣久 議員
全国市議会議長会
議員15年以上表彰
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